
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和３年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の向上と学びに対す
る意識向上
○学びの場の整理整頓

○「学びの時間」に主体的に取り組む生徒８０％以
上をめざす
○家庭学習に毎日１時間以上取り組む生徒６０％
以上をめざす
○基礎力診断テストでの評価を昨年度より向上さ
せる
○自分の身の周りの整理・整頓を意識する生徒８
０％以上をめざす

・「学びの時間」の充実に向けた指導体制の確立
・プチテストの事後指導の徹底
・基礎力診断テストの事前学習の徹底、分析会の
実施
・整理整頓へ向けて、各ＨＲ並びに実習の場での生
徒への声かけの重視 Ｂ

・基礎学力診断テストを学期ごとに（2回）実施し、生徒の基
礎学力を把握し、指導に活用することができた。
・「学びの時間」に主体的に取組む生徒は８９．８％となっ
た。更に指導体制を確立する必要がある。
・家庭学習を行う生徒は、全体で２２．０％であり、日頃より
家庭で学習するよう意識付けが必要。
・身の回りの整理・整頓を意識している生徒は、全体の８４．
９％であり、更に意識付けが必要。

Ｂ

・基礎学力診断テストを学期ごとに（3回）実施し、事後に
しっかりと分析を行い、指導の改善をはかることで、学習
に対する姿勢が向上し、授業などへの集中度も向上して
いる。
・「学びの時間」に主体的に取り組む生徒は９２．５％とな
り、目標の８０．０％を大きく越すことができた。
・家庭学習を行う生徒は、全体で２１．６％となり、学年が
上がるにつれて少なくなっている状況である。家庭で学
習する意識付けが更に必要である。
・身の回りの整理・整頓を意識している生徒は、８４．５％
で、目標の８０％以上は達成することができた。

Ｂ

・授業前に学びの時間に、主体的に取
組むことができる生徒が９０％以上いる
ことは評価できる。

教務主任
進路指導主事
各担任

○職員の授業力の向上 ○生徒のアンケートで、授業満足の割合を８０％以
上をめざす
〇「わかる授業づくり」を意識する職員８０％以上を
めざす

・授業公開週間を設定し、他の先生方の授業の参
考となる点を生かし、授業力の向上につなげる
・職員相互の授業研究を推進する

Ｂ

・「わかる授業づくり」を意識して授業に取り組んでいる職員
は８３．６％で、更に意識をもち取り組めるよう声掛けが必
要。
・他の職員の授業参観をした職員が２７．６％であり、職員
相互で授業研究をする雰囲気作りをすすめる必要がある。

Ｂ

・「わかる授業づくり」を意識して授業に取り組んでいる
職員は８４．１％で、更に意識をもって取り組めるようよう
な手立てが必要である。
・他の職員の授業参観をした職員が４５．４％になり中間
評価よりかなり良くなっている。更に職員相互で授業研
究をする雰囲気作りをすすめる必要がある。

Ｂ

・「わかる授業づくり」を意識して、授業
に取組む職員が多いことは評価でき
る。更に「わかる授業づくり」に取組んで
もらいたい。

教務主任
ＩＣＴ利活用教育推進委員
各教科担当者

●「生命尊重の心」と「協働する
心」の育成

○他人への「思いやり」「やさしさ」に配慮した言動を
とる生徒９０％以上をめざす

・日々のＨＲや実習等をとおした命の大切さへの理
解と、他者との関わり方に向けた指導や体験活動
の充実
・全校ボランティア活動や異年齢交流の充実 Ｂ

・他人への「思いやり」「やさしさ」に配慮した言動がとること
ができた生徒は、全体で９０．７％であった。
・教職員が６７．３％ということで、教職員の意識を高める必
要がある。 Ｂ

・他人への「思いやり」「やさしさ」に配慮した言動がとる
ことができた生徒は、全体で８９．４％で中間評価より数
値が下がっている。目標が達成できるよう常に声掛けが
必要である。
・教職員は７７．３％となっているが、更に教職員の意識
を高める必要がある。

Ｂ

・生徒がスローガンを意識しながら、他
人への「思いやり」「やさしさ」に配慮し
た言動がとれるように教職員に引き続
き努めて欲しい。

教務主任
生徒会主任
農場長・学科主任

●いじめの早期発見、早期対応
体制の充実

○「いじめは絶対に許されない」との意識を持つ生
徒100％をめざす

・定期的なアンケートによる早期発見と組織的かつ
方針に沿った対応に努める
・ＨＲで、「いじめ標語づくり」の実施
・常日頃から、生徒が相談しやすい関係づくりに努
める

Ｂ

・「いじめは絶対に許されない」と思う生徒は、８８．７％であ
り、更に、組織的対応を行い、「絶対に許されない」と意識す
る生徒を多くする必要がある。 Ｂ

・「いじめは絶対に許されない」と思う生徒は、９８．２％で
あり、更に、組織的対応を行い、「絶対に許されない」と
意識する生徒を１００％にする必要がある。 Ｂ

・「いじめは絶対に許されない」と意識
する生徒が多いことは評価できる。今
後も生徒に絶対許されないという意識
を持たせていただきたい。

生徒指導主事
保健主事
教育相談担当

◎ふるさと佐賀への思いを醸成
するための教育活動

◎「佐賀に誇りや愛着を感じる」生徒９０％以上をめ
ざす

・各地域の郷土学習資料や「佐賀語り」等を活用し
た授業に取り組む
・地域と連携する取組や地域の課題をテーマとする
フィールドワークの充実

Ｂ

・「佐賀県に誇りや愛着を感じる」生徒は、８４．２％であっ
た。更に誇りや愛着を感じられるよう、魅力を伝えていく必
要がある。 Ｂ

・「佐賀県に誇りや愛着を感じる」生徒は、７６．４％で
あった。日頃の授業の中でも、更に誇りや愛着を感じら
れるよう、魅力を伝えていく必要がある。 Ｂ

・この結果が比較的高い数値になった
ことは嬉しい。 教務主任

「佐賀を誇りに思う教育」
推進担当

○感染症予防に向けた危機意識
の向上

○感染症予防に向けた意識を持つ生徒８０％以上
をめざす

・意識向上につながる行事の在り方の検討と実施
・「はなまる連絡帳」によるタイムリーな情報提供と
注意喚起に努める

Ａ

・新型コロナウィルスの感染拡大の影響もあり、生徒全体の
９６．９％が感染症予防に向けた意識を持ち行動することが
できた。

Ａ

・新型コロナウィルスの新たなオミクロン株の感染拡大
の影響もあり、生徒全体の９６．０％と高い感染症予防
に向けた意識を持ち行動することができた。
・学校保健委員会の生徒が週に２回、校内の除菌作業
をしたり、石鹸の補充等を自ら行う生徒が増えた。
・クラスではＣＯ2濃度測定器を利用し、積極的に教室内
の換気に取り組めるようになった。

Ｂ

・学校行事を安易に中止するのではな
く、できる限りの感染対策を考え、工夫
をしながら実施したことは大変評価でき
る。

保健主事
「食育」推進担当

●望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成

●「健康に食事は大切である」と考える生徒９０％
以上をめざす
○毎日朝食をとって登校する生徒８０％以上をめざ
す

・生活状況調査、食に関する意識調査の実施
・保健だよりの発行
・生徒保健委員等による啓発活動

Ａ

・「健康には食事は大切である」と考える生徒は９６．６％で
あった。
・毎日朝食をとって登校する生徒は、８９．９％であった。更
に健康には食事は大切だということを生徒に意識付けさせ
る必要がある。

Ａ

・「健康には食事は大切である」と考える生徒は９９．１％
であった。
・毎日朝食をとって登校する生徒は、８８．１％で中間評
価より若干低い数値であった。更に健康には食事は大
切だということを生徒に意識付けさせる必要がある。

Ａ

・朝食は、元気の源である。しっかり朝
食を食べて来るように、生徒の意識付
けをして欲しい。

●業務改善・教職員の働き方改革
の推進

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の
上限を遵守する
（ひと月４５時間、年間３６０時間）
○ワークライフバランスに向けた意識向上

・定時退勤日の設定（水曜日）
・部活動休養日の設定
・出退勤管理システムを活用した、自らの働き方の
振り返りと見直し（効率化、時間外削減） Ｃ

・定時退勤日を設定しているが、なかなか教職員に浸透し
ていない。もっと意識付けをする必要がある。
・時間外在校等時間の上限を超える職員が毎月居る。声掛
けを粘り強く行い、職員の意識改革をする必要がある。 Ｃ

・定時退勤日を設定しているが、なかなか教職員に浸透
していない。もっと意識付けをする必要がある。
・時間外平均時間は、昨年度は３７．８時間で、今年度は
３３．５時間で４．３時間短縮できている。
・時間外在校等時間の上限を超える職員が毎月ほぼ同
じ職員であり、粘り強く声掛けを行い職員の意識改革を
する必要がある。

Ｃ

・教育現場での働き方改革の推進は、
なかなか難しい面があると思うが、その
中で、昨年度よりも時間外平均時間
が、４．３時間も短縮できていることは
評価できる。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基本的生活習慣の向上

○時間やルールを守ることへの
理解と、挨拶・礼儀マナーの向上

〇コミュニケーション能力の向上

○自ら積極的な挨拶を心がける生徒９０％以上を
めざす

○生徒の挨拶や生活マナー、他者との関わり方が
上達したと感じる職員８０％以上をめざす

・さまざまな場面をとおして、生徒への積極的な声
かけに努め、挨拶の大切さを伝える
・日々のＨＲや授業の中で、時間やルール、挨拶や
身だしなみの大切さを繰り返し伝える
・生徒の人格を尊重し、共感的理解を大切にした指
導実践に努める

Ａ

・自ら積極的な挨拶を心がける生徒は、９２．３％である。継
続して挨拶の大切さを伝えていく必要がある。
・職員の生徒の挨拶や生活マナー、他者への関わり方が上
達したと感じている教職員は８０．９％であった。

Ａ

・自ら積極的な挨拶を心がける生徒は、９１．７％で目標
を達することができている。１学年の数値が低いので、１
年次から挨拶の大切さを伝えていく必要がある。
・職員の生徒の挨拶や生活マナー、他者への関わり方
が上達したと感じている教職員は８４．１％で中間評価よ
り高い数値となった。

Ａ

・挨拶等の基本的な生活習慣は、ほと
んどの生徒ができていると感じている。
継続して指導をお願いしたい。

ＳＧＨ研究主任
教務主任
各学科主任
各教科主任

○魅力ある学校・学科づくり

○ＳＧＨの研究成果を生かした、
各学科での新たな農業教育の実
践
（各学科でのグローカルな学びの
推進）

〇地域連携や特色のある取組の
推進

〇資格取得の推進と進路の充実

○各学科の専門学習へ興味関心をもって取り組む
生徒９０％以上をめざす
○地域連携の取組やプロジェクト研究に主体的に
取り組む生徒６０％以上をめざす
○資格取得者数の前年度比２０％向上
○官公庁へ１５名の就職、国立大学３名の合格を
めざす

・各学科でのグローカルな学びの推進と、「スマート
農業・新商品の開発・ドローン活用」等、各学科の
魅力に向けた指導内容の充実発展
・生徒募集を意識した魅力づくりに向けて、職員一
人ひとりの意識高揚と職員相互の連携強化（学科・
学年・各分掌の連携強化）
・学校ＨＰの充実とタイムリーな更新

Ｂ

・各学科の専門学習へ興味関心をもって取り組む生徒は８
９．２％であった。特に２年生が８９．０％であったので、授業
内容等の改善等を行いながら、興味関心を持つ指導体制
を確立する必要がある。
・地域連携や課題研究に一生懸命に取り組んでいる生徒は
８７．７％であった。

Ｂ

・各学科の専門学習へ興味関心をもって取り組む生徒
は８８．８％で、目標値を達成できていない。特に２年生
が８８．７％であったので、再度授業展開方法の改善等
を行いながら、興味関心を持つ指導体制を確立する必
要がある。
・卒業するまでの資格取得は、昨年度のべ３６４人に対
し、今年度のべ４８３人となり、前年度比３０％向上した。
・地域連携や課題研究に一生懸命に取り組んでいる生
徒は８９．６％で、更に課題研究の進め方を研究していく
必要がある。
・官公庁への合格は延べ22名（実就職者人数11名）で、
目標に少し届かなかった。国立大学へは、目標どおり３
名の合格をだすことができた。

Ｂ

・各科の学びを生かした地域連携活動
を大きく評価している。
・官公庁への就職、進学実績は大きな
魅力となるので、引き続き指導充実に
努めて欲しい。

管理職
教務主任
広報担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校名 佐賀県立佐賀農業高等学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・「学びの時間」等の実施により、基礎学力の定着に向けた雰囲気はできつつあるが、家庭学習の習慣化に向けた意識をさらに高める必要がある。
・ＳＧＨの研究指定（５年間）に取り組み、多くの成果を残すことができた。今後は、その成果を継承した新たな取り組みが必要である。
・職員の時間外勤務の縮減に向けて、職員一人ひとりの業務効率化と意識改革が必要である。
・今後、生徒数が減少する中、生徒募集は大きな課題であり、「学校・学科の魅力づくり」と「情報発信や学校ＰＲ」にはとくに力を入れる必要がある。

具体的取組
中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

２ 学校教育目標
教育理念:「農は国の基」  校 訓:「質実剛健、明浄真正」
教育目標:「農業の専門教育を柱とし、さまざまな教育活動をとおして、地域社会に貢献できる有為な人材を育成する。」

３ 本年度の重点目標
 スローガン:「汗をかき 人と和して 己を磨く」 ～地域に根ざすグローカル人材を育む～
（１）基本的生活習慣の確立と「挨拶マナー・コミュニケーション能力」の向上を図る。
（２）学校・学科の魅力づくりを推進し、地域からの信頼づくりに努める。

４ 重点取組内容・成果指標

５ 総合評価・
  次年度への展望

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

　本年度は次のような点において評価できる。◇４年ぶりに３人の生徒が佐賀大学を初め、国立大学に合格した。◇１４年連続生徒希望進路実現１００％を達成した。◇公務員の合格者は延べ22名（実就職者人数11名）となった。◇安易に学校行事を中止せず、開催日や内容を変更するなど工夫した。特に週末におこなったオープン
キャンパス、内容を大幅に改善し実施した「佐農フェスタ」に対しては、校内外から高い評価を得た。◇学校全体で感染予防に積極的に取り組んだ。◇常に「わかる授業づくり」を意識し、自己研鑽を積む職員が増加した。◇研究活動（農業クラブ県連大会、農業鑑定競技、平板測量、家畜審査競技での躍進）、課題研究活動（オニオンズ）
を含めた魅力ある専門教育の推進を行った。一方で次のような点で課題がある。◇自宅での学習の取組◇職員の働き方改革◇専門分野でのプロジェクト活動の強化等。更なる次年度への展望としては、よいところは伸ばし、課題が残るところは工夫・改善を図り、引き続き地元に愛される魅力ある佐賀農業高校づくりに取り組みたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

主な担当者
重点取組


